
２０２５年度 

   全日本シニアアマチュアゴルファーズ選手権 

東日本地区予選 

 

 

 

１．開 催 コ ー ス：川越カントリークラブ 

               〒３５５―０００８  

埼玉県東松山市大谷４１８９ 

ＴＥＬ：０４９３－６２－１２６１ / ＦＡＸ：０４９３－３９－３０５３ 

 

２．プ レ ー フ ィ 等:プレーフィ   １３，６５０円(昼付き・税込み) 

           練習場コイン    ３５０円(税込み) 

３．プレースタイル:自走式カートによるセルフプレー 

 

４．使用ティーマーカー：ＫＣＣマーク 

           ベントグリーン 

 

５．開 場 時 間：クラブハウス ６：００ 

           受 付 開 始 ６：３０ 

           レ ス ト ラ ン  ６：３０ 

  練 習 場 ６：３０（スタート前は１人 1 箱２５球まで） 

６．ゴルフシューズ：メタルスパイク禁止 

 

７.ド レ ス コ ー ド：ご来場の際にはジャケットの着用をお願いいたします。 

           襟無しのシャツでのご来場及びプレーはご遠慮下さい。 

（タートルネック・モックシャツ可） 

           シャツの裾だしはご遠慮ください。 

          （但し、市販ゴルフブランドによるデザインに限り裾だし可） 

           タオルは方や腰にぶら下げないようお願いいたします。 

ショートパンツはゴルフ用の物としショートソックス可 

（但し、踝が隠れる靴下を着用の事） 

素足・サンダルでのご来場はご遠慮下さい。 

 

８.ク ラ ブ バ ス：東松山駅→川越カントリークラブ ７ ： ２ ０ ８ ： ０ ５ ８ ： ５ ７ 

           ：川越カントリークラブ→東松山駅 １４：３０ １５：３０ １６：３０ 

 

 



 

２０２５年度 

   全日本シニアアマチュアゴルファーズ選手権 

東日本地区予選 

 

開 催 日：４月２３日（水） 

開催コース：川越カントリ－クラブ 

 
本競技は日本ゴルフ協会発行のゴルフ規則とこのローカルルール、競技の条件を適用する。 
本書に記載の無い事項や追加変更がある場合は競技規定やプレーヤーへの通知文書、または競技会場での掲示物に

掲載されるので必ず参照すること。 
ゴルフ規則によって別に定められている場合や本書に罰が記載されている場合を除き、このローカルルール、競技の条件

の違反の罰は、「一般の罰（2 罰打）」となる。 
 

ローカルルール 

 
１．アウトオブバウンズ（規則１８．２） 

アウトオブバウンズは白杭のコース側を地表レベルで結んだ線によって定められる。ただし、次のものを含む。 

球が西1番と東1番ホール、西1番と西9番ホールの間の白杭を結んだ線を越えて、他のホールの 
インバウンズに止まっていても、その球はアウトオブバウンズとする。 
 

２．ペナルティーエリア（規則１７） 
(a)ペナルティーエリアがコースの境界縁に接している場合、そのペナルティーエリアの縁はその境界縁まで
及び、その境界縁と一致する。  

(b)ペナルティーエリアの縁がコースの境界(アウトオブバウンズの境界)と一致する地点をプレーヤーの球が
最後に横切ってからそのペナルティーエリアの中で見つかるか、そのペナルティーエリアの中に止まったこ
とが分かっている、または事実上確実な場合。 

３．異常なコース状態（動かせない障害物を含む）（規則１６） 
(a)修理地 
(1)青杭を立て、白線で囲まれた区域。または白線で囲まれた区域。 

(2)球がパッティンググリーン周辺の切り込み溝の中または上にある場合、あるいはその溝が意図するスイン

グ区域の障害となっている場合は、その球を拾い上げ、拭いてホールに近づかず、その状態による障害を避

け、球が止まっていた箇所に最も近い所にプレースすることができる。 

（パッティンググリーン上であるかどうかは問わない） 

(3)パッティンググリーン上、あるいはフェアウェイの長さかそれ以下に刈ったジェネラルエリアの部分にあ
るヤーデージ用にペイントされた線や点は修理地として扱われ、規則１６.１に基づく救済を受けることが
できる。ヤーデージ用のペイントがプレーヤーのスタンスにだけ障害となる場合、障害は存在しない。 

(b)動かせない障害物 
(1)中５番ホールのカート道路右側の排水溝及びカート道路に球が止まった場合、カート道路左側のホールに
近づかない位置にドロップすることができる。また、グリーン横のカート道路右側の排水溝及びカート道路
に球が止まった場合、グリーン奥のドロップゾーンから無罰でプレーすることができる。 

(2)中９番ホールの高麗グリーン残り１００ヤード付近のカート道路左側の車止め(丸太２本・約７ｍ)により
球が接触して止まった場合、罰なしに指定されたドロップゾーンから無罰でプレーすることができる。 

(3)Ｕ字排水溝はジェネラルエリアの一部として扱われ、ペナルティーエリアではない（例外：ペナルティーエ
リアとしてマーキングされている区域の中にあるＵ字排水溝）。 

(4)人工の表面を持つ道路に隣接しているＵ字排水溝はその道路の一部として扱う。 
４．不可分な物 

 次の物は不可分な物であり、罰なしの救済は認められない： 
(a)樹木や他の常設物に密着させてあるワイヤ、ケーブル、巻物。 
(b)ペナルティーエリア内にある人工的な護岸やパイリング（枕木等の構築物）。 

５．クラブと球の規格 

  (a)適合ドライバーヘッドリスト：ローカルルールひな型Ｇ－１を適用する。 

このローカルルールに違反するクラブでストロークを行ったことに対する罰：失格 

(b)適合球リスト：ローカルルールひな型Ｇ－３を適用する。 

(c)ストロークを行うとき、プレーヤーはパターを除き４６インチの長さを超えるクラブを使ってはならない：



ローカルルールひな型Ｇ－１０を適用する。 

このローカルルールに違反するクラブでストロークを行ったことに対する罰：失格 

６．ゴルフシューズ 

  ラウンド中、プレーヤーは下記の特徴を持つシューズを履いてはならない： 

  伝統的なスパイク－すなわち、地面を深く貫くようにデザインされた１つあるいは複数の鋲を有するスパイク

(メタル製、セラミック製、プラステック製、その他の材質かは問わない)。このローカルルールの違反 

に対する罰：規則4.3参照 

７．プレーの中断（規則５．７） 

次の信号がプレーの中断と再開に使われる： 

差し迫った危険のための即時中断－1 回の長いサイレン 
危険な状況ではない中断－1 回の連続する短いサイレン 
プレーの再開－２回の連続する短いサイレン 
注：危険な状況のためにプレーを即時中断する場合、すべての練習区域は委員会がプレーを再開するまで閉鎖

される。閉鎖された練習場で練習するプレーヤーには練習を止めるように勧告し、それでも練習を止めない場

合には失格となることがある。 

８．練習（規則５.５） 

   (a)ラウンド前とラウンドとラウンドの間の練習（規則５．２） 

規則５．２ｂは次の通り修正する。 

プレーヤーは、ラウンド前やラウンドとラウンドの間に競技コースで練習をしてはならない。ただし、指定練

習区域を除く。 

  (b)ホールとホールの間の練習（規則５．５ｂ） 

規則５．５ｂを次の通り修正する： 

二つのホールのプレーの間、プレーヤーは次のことをしてはならない。 

・終了したばかりのパッティンググリーンやその近くで練習ストロークを行う。 

・終了したばかりのパッティンググリーンの表面を擦ったり、球を転がすことによってパッティンググリーン

面をテストする。 

９．キャディー 

プレーヤーのキャディー使用は禁止とする。このローカルルールの違反の罰：プレーヤーはキャディーに支援

してもらったその各ホールに対して一般の罰を受ける。違反がホールの間で起きたり、ホールとホールの間ま

で続く場合、プレーヤーは次のホールで一般の罰を受ける。 

 

 

 

 

競技の条件 

１．参加資格 

プレーヤーは各競技の「競技規定」で定められる参加資格の条件を満たしていなければならない。 

２．スコアカードの提出（規則３.３ｂ） 

プレーヤーのスコアカードは、プレーヤーの両足が所定のスコアリングエリアから出た時点で委員会に提出さ

れたことになる。スコアカードを提出する前にスコアリングエリアを離れる必要のあるプレーヤーはスコアリ

ングオフィシャルにその意思を告げなければならず、そしてすぐに戻らなければならない。 

３．タイの決定 

タイの決定方法は各競技の競技規定に定められるか、委員会により会場で公表される。 

４．競技の結果 ― 競技の終了 

競技の結果は最終成績表が競技会場の公式掲示板に掲載されたときに最終となる。 

５．競技の成立 

本競技の競技者全員が規定のラウンドをホールアウトできなかった場合、委員会は競技成立について別途協議

するものとする。 

６．委員会の裁定 

委員会はローカルルールを修正する権限を有し、すべての事柄について、この委員会の裁定は最終である。 

 

 

 



距離表 

  【シニア】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注意事項 

 

１．ローカルルール６項において規制されるシューズ以外でもグリーンに著しく損傷を与えるシューズは使

用禁止とすることがある。 

２．競技委員会は競技中を含めいつでも、出場に相応しくないと判断したプレーヤーの参加資格を取り消すこ

とができる。 

３．競技委員会はすべての競技関係者、ギャラリーへの暴言等を含めエチケットの重大な違反があったプレー

ヤーを競技失格とすることができる。 

４．コース内での携帯電話の通話は緊急時以外（カートの故障・ケガ等）禁止する。※重大なエチケット違反と

判断される場合は、競技失格となることがある。 

５．組合せスタート時間は別紙のとおりとする。欠席者があった場合は、組合せ及びスタート時間を変更する 

場合がある。欠席する場合は、川越カントリークラブ(０４９３-３９-１２６１)に連絡すること。 

６．プレーの進行は、ハーフラウンド２時間１５分以内とすること。先行組との間隔を不当にあけないよう 

注意のこと。プレーを不当に遅らせた場合はペナルティを課す。（トラブルがあって遅れた場合はその組

全員でその遅れを取り戻すよう努力をする義務があります） 

７．ラウンド中、ギャラリー等との接触においてアドバイスとみなされる行為があった場合は、ペナルティを

課すので注意すること。 

８．使用ティーマーカーはシニア：ＫＣＣティーとする。 

９．練習は指定練習場にて行い、打ち放し練習場においては備え付けの球を使用し、スタート前の練習は１人

１カゴ（２５球）を限度とする。 

10．溝とパンチマークの規格 

  本競技は 2010 年 1 月 1 日施行の『溝とパンチマークの規格に適合するクラブの使用を求める競技の条

件』）を適用しません。※但し、本競技に付与された JGA 等他団体主催競技のシード権を行使する場合、

本項目の条件が適用される場合があります。詳細は主催団体に各自ご確認下さい。 

 

競技委員長  宇野 義大 

Hole No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 OUT

Yards 482 426 425 160 258 490 430 151 385 3207

Par 5 4 4 3 4 5 4 3 4 36

10 11 12 13 14 15 16 17 18 IN Total

526 363 379 360 540 184 407 168 297 3224 6431

5 4 4 4 5 3 4 3 4 36 72


